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奈良市議案第５５号

奈良市下水道条例及び奈良市農業集落
排水処理施設条例の一部改正について

　奈良市下水道条例及び奈良市農業集落排水処理施設条例の一部を次のように改正しよう

とする。

　　平成３１年２月２８日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良市長　　仲　川　元　庸

　　　奈良市下水道条例及び奈良市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例

　（奈良市下水道条例の一部改正）

す正改にうよの次を部一の）号６１第例条市良奈年１５和昭（例条道水下市良奈　条１ 第

る。

定「、を」に料用使本基の円０５１きつに月１、「に次の」は額「中項２第条８１第　 　

める額」の次に「を加えて得た額」を加え、同項各号中「よつて定める」を「応じて算

定する」に改め、同条第４項を同条第５項とし、同条第３項の表を次のように改める。

　　第１８条中第３項を第４項とし、第２項の次に次の１項を加える。

下共公に的時一てけ受を可許の者理管りよに定規の条前、ずらわかかに定規の項前　 ３　

水道を使用して汚水を排除する場合の使用料の額は、当該排除された汚水（以下「一

時排水」という。）の水量使用料の額に１００分の１０８を乗じて得た額とする。こ

の場合において、その額に１円未満の端数が生じたときは、その端数金額を切り捨て

るものとする。

　　第１８条の次に次の１条を加える。

排水区分 一般排水

中間排水 特定排水 一時排水

使用料区分
共同浴場及び
公衆浴場

その他

水量使用料（汚水排出量
１立方メートルにつき）

６９円 １２４円 １７９円 ２２７円 １３０円

－ 1－



　　（基本使用料の額の特例）

又きとたし止廃はくし若、し止休を用使の道水下共公にでま日５１の月　２の条８１ 第　

は月の１６日以降において使用を開始し、若しくは再開したときの基本使用料の額は、

前条第２項の基本使用料の額の２分の１の額とする。

年３３和昭（例条水給業事道水市良奈、ていおに合場るす当該に号１第項１第条次　 ２　

奈良市条例第１４号。以下「給水条例」という。）第２６条第３項の規定が適用され

るときの基本使用料の額は、前条第２項の基本使用料の額に水道水（給水条例に基づ

き給水される水をいう。以下同じ。）を使用する戸数を乗じて得た額とする。

昭（例条水給業事道水市良奈（「中号１第項同、り削を」号各の「中項１第条９１第　 　

和３３年奈良市条例第１４号）に基づき給水される水をいう。以下同じ。）」を削り、

同項第３号中「第１７条の規定により許可を受けて一時的に公共下水道を使用した」を

「一時排水を排除した」に改める。

「を」例条水給業事道水市良奈「中号１第項同、り削を」号各の「中項１第条１２第　 　

し除排を水下てけ受を可許りよに定規の条７１第「中項２第条同、め改に」例条水給 　

て、一時的に公共下水道を使用する」を「一時排水を排除する」に、「水量使用料」を

「使用料」に改め、同条第３項中「一時的に公共下水道を使用する」を「一時排水を排

除する」に改める。

　（奈良市農業集落排水処理施設条例の一部改正）

次を部一の）号３４第例条市良奈年２１成平（例条設施理処水排落集業農市良奈　条２ 第

のように改正する。

　　第１２条の次に次の１条を加える。

　　（排水処理施設の一時使用）

排に的時一めたるす除排を水汚う伴に行施の事工るす関に築建は又木土　２の条２１ 第　

水処理施設を使用しようとする者その他汚水を排除して一時的に排水処理施設を使用

しようとする者は、あらかじめ管理者の許可を受けなければならない。

、え加を」に料用使本基の円０５１きつに月１、「に次の」は額「中項２第条６１第　 　

「金額に」を「金額を加えて得た額に」に改め、同条に次の１項を加える。

的時一てけ受を可許の者理管りよに定規の２の条２１第、ずらわかかに定規の項前　 ３　

に排水処理施設を使用する場合の使用料の額については、奈良市下水道条例第１８条

第３項の規定の例による。
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　　第１６条の次に次の１条を加える。

　　（基本使用料の額の特例）

きとたし止廃はくし若、し止休を用使の設施理処水排にでま日５１の月　２の条６１ 第　

又は月の１６日以降において使用を開始し、若しくは再開したときの基本使用料の額

は、前条第２項の基本使用料の額の２分の１の額とする。

３和昭（例条水給業事道水市良奈、ていおに合場るす当該に号１第項１第条８１第　 ２　

用適が定規の項３第条６２第）。ういと」例条水給「下以。号４１第例条市良奈年３ 　　

されるときの基本使用料の額は、前条第２項の基本使用料の額に水道水（給水条例に

基づき給水される水をいう。以下同じ。）を使用する戸数を乗じて得た額とする。

４１第例条市良奈年３３和昭（例条水給業事道水市良奈（「中号１第項１第条８１第　 　

号）に基づき給水される水をいう。以下同じ。）」を削り、同項第３号中「前２号」を

「前３号」に改め、同号を同項第４号とし、同項第２号の次に次の１号を加える。

の合場たし用使を設施理処水排に的時一てけ受を可許りよに定規の２の条２１第　 ⑶　　

汚水排出量は、当該工事の内容、汚水の排除の方法その他の態様を勘案して、管理

者が認定する。

中号２第条同、め改に」例条水給「を」例条水給業事道水市良奈「中号１第条９１第　 　

「前条第１項第２号又は第３号」を「前条第１項第２号、第３号又は第４号」に改め、

同条に次の１項を加える。

的時一てけ受を可許の者理管りよに定規の２の条２１第、かほののもるめ定に項前　 ２　

に排水処理施設を使用する場合の使用料の徴収方法等については、奈良市下水道条例

第２１条第２項及び第３項の規定の例による。

の号４第、しと号６第を号５第中条同、え加を」の号各「に次の」の次「中条５２第　 　

次に次の１号を加える。

者たし用使を設施理処水排に的時一でいなけ受を可許るよに定規の２の条２１第　 ⑸　　

円８９１「、に」円９７１「を」円６５１「、に」円４２１「を」円８０１「中表別　 　

。るめ改に」円７２２「を」 　

　　　附　則

　（施行期日）

１　この条例は、平成３２年４月１日から施行する。

　（経過措置）
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第び及でま項４第らか項２第条８１第例条道水下市良奈の後正改るよに定規の条１第　 ２

１８条の２の規定並びに第２条の規定による改正後の奈良市農業集落排水処理施設条例

第１６条第２項及び第３項、第１６条の２並びに別表の規定は、平成３２年５月分以後

の分として徴収する使用料について適用し、同年４月分までの分として徴収する使用料

については、なお従前の例による。

　（提案理由）

　受益者負担の適正化を図るため、下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料の単価

を引き上げるほか、基本使用料の区分の新設その他所要の規定の整備を行おうとするもの

である。
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